
高度な実験・実習に備えて

学びを深め、分野別の

“専門知識”を修得する。

“実習や演習”で

実践力を磨き、将来の進路に

応じ専門性を高める。

現場での対応力を養い、

卒業研究と“国家試験対策”に

取り組む。

管理栄養士に必要な

化学・生物を修得し、

専門分野の基礎を固める。

教養教育科目 初年次教育 ／ 就業力育成 ／ リベラルアーツ ／ 健康科学 ／ 外国語

基礎分野 ◆基礎ゼミA・B 　フードサイエンスのための化学
　栄養学のための生物 　国際栄養概論

専門基礎
分野

社会環境と健康 ◆公衆衛生学Ⅰ ◆公衆衛生学Ⅱ 　社会福祉論
　公衆衛生学実習

人体の構造と機能
及び疾病の成り立ち

◆解剖学 ◆生理学
◆解剖生理学実験 ◆生化学
　病理学Ⅰ

◆栄養生化学 　生化学実験
　病理学Ⅱ 　病理学実験

　臨床医学Ⅰ・Ⅱ

食べ物と健康 ◆食品学Ⅰ・Ⅱ ◆食品化学実験Ⅰ・Ⅱ
◆調理学 ◆調理学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

◆食品衛生学
◆食品衛生学実験

専門分野

基礎栄養学 ◆基礎栄養学 ◆基礎栄養学実験

応用栄養学 ◆応用栄養学Ⅰ・Ⅱ 　応用栄養学演習 ◆応用栄養学実習

栄養教育論 ◆栄養教育論Ⅰ・Ⅱ 　栄養教育論演習 ◆栄養教育論実習

臨床栄養学 ◆臨床栄養学Ⅰ 　臨床栄養学Ⅱ・Ⅲ ◆臨床栄養学実習Ⅰ
　臨床栄養学演習 　臨床栄養学実習Ⅱ

公衆栄養学 ◆公衆栄養学Ⅰ 　公衆栄養学Ⅱ 　公衆栄養学実習

給食経営管理論 ◆給食経営管理論Ⅰ
　給食経営管理論Ⅱ

◆給食経営計画論実習 ◆給食経営管理実習

総合演習 ◆総合演習Ⅰ 　総合演習Ⅱ 　特別演習

臨地実習 　臨地実習（臨床栄養学） ◆臨地実習（給食経営管理） 　臨地実習（公衆栄養学）

関連分野

医療系
　免疫学 　看護・介護概論
　微生物学 　微生物学実験
　生活健康論 　くらしとバイオテクノロジー

　老年医学

食品系
　食品官能評価・鑑別演習 　食品加工学 　食品機能論

　食品評価論 　フードコーディネート論
　フードスペシャリスト論

　食品加工学実験

食文化系 異文化コミュニケーションⅠ 　異文化コミュニケーションⅡ・Ⅲ 　　比較食文化論
　食物栄養インターンシップ

　フードビジネス論 　国際調理学実習

保健福祉系 　疫学入門 　スポーツ栄養学
　発達心理学 　学校栄養教育Ⅰ・Ⅱ

　育児学 　地域保健計画論
　栄養カウンセリング論

発展ゼミ 　実践ゼミA 　実践ゼミB 　卒業研究ゼミ

栄養教諭課程 栄養教諭課程は、教職課程のための必要な科目が他にもあります。

2
年次

3
年次

4
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1
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◆…必修科目　※2023年度入学生のカリキュラムです

4 年間の学び
1年次で開講する「基礎ゼミ」は本学部の大きな特徴。

管理栄養士に必要な基礎知識を固めたうえで、2・3年次から専門性を深めます。

3年次で国家試験の指定科目の履修を終え、4年次では国家試験対策に集中します。

「食」は人間生活に欠かせないものだけに、幅広く奥深い学びの内容が広

がっています。栄養学部ではその中から、自分が興味を持って追究してい

きたい分野を見極められるように履修モデルを用意しています。

調理学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

基礎栄養学実験

給食経営管理実習

調理の基礎的な技術から和・洋・中国料理や

行事食等、本格的な調理を学ぶとともに、栄

養価や塩分計算等の方法も修得します。
栄養素や生体材料を用いた実験を行う

ことで各種栄養素の構造・代謝・生理機

能への理解を深め、基本的な実験手技

を身につけます。

給食施設等における大量調理の流れを、自

分たちで考えた献立をもとに実際に調理す

ることで学んでいきます。

PICK
UP

PICK
UP

PICK
UP

食 と 栄 養 か ら 広 が る 、

多 彩 な プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル の 世 界 !

6 つの 履 修 モ デ ル履 修 モ デ ル

医療栄養

めざす進路

病院

クリニック（診療所）

歯科診療所

福祉施設・老人保健施設

大学院進学

食品メーカー（開発）

薬局

化学・化粧品メーカー（基礎研究）

スポーツ施設

給食会社

小売業

サービス業

食品メーカー

保健所（公務員）

スポーツ施設

薬局

歯科診療所

福祉施設・老人保健施設

小・中学校（栄養教諭）

保育所・認定こども園・幼稚園

児童養護施設

商社

貿易関係

旅行業・宿泊業

海外大学への進学

  フード&
メディカル

リサーチ

めざす進路

フード
サービス

めざす進路

健康増進
サポート

めざす進路

子どもの
栄養

めざす進路

国際栄養

めざす進路

1 8 1 9




